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縮尺 1:100

図 示

鋼板巻立て　参考図

標準耐震補強構造詳細図（RC橋脚　単柱式）鋼板巻立て　参考図

注) 施工前に既設形状寸法を確認すること。
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図 示

鋼板巻立て(その1)　参考図

注) 1.施工前に既設形状寸法を確認すること。
　  2.特記なき材質は全てSS400とする。
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標準耐震補強構造一般図（RC橋脚　ラーメン式）鋼板巻立て(その2)　参考図 縮尺 1:200
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標準耐震補強構造一般図（RC橋脚　ラーメン式）鋼板巻立て(その3)　参考図 縮尺 1:200
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　  2.特記なき材質は全てSS400とする。
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標準耐震補強構造一般図（RC橋脚　ラーメン式）鋼板巻立て(その4)　参考図

鋼板巻立て(その4)　参考図
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事務所名

施工会社名

/

設計会社名

図面番号

さ い た ま 工 事 事 務 所

株式会社　エイト日本技術開発

東日本高速道路株式会社 関東支社

図面の種類

縮　　尺

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事 

92/167



縮尺 1:100

図 示

標準耐震補強構造詳細図（RC橋脚　ラーメン式）鋼板巻立て(その1)　参考図

注) 施工前に既設形状寸法を確認すること。

(根巻きコンクリート配筋図)
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鉄筋質量表
種 別 径 長   さ 本 数 単 位 質 量 一本当り質量 質   量 摘   要

C 1 D22 900 84 3.04 2.74 230

C 2 D22 1290 88 3.04 3.92 345

C 3 D22 900 4 3.04 2.74 11

C 4 D22 6540 20 3.04 19.9 398

C 5 D22 7740 18 3.04 23.5 423

1407

合　計D22 1407 kg

総質量 1407 kg

945
4
3
90

2205

C 
5 18-D22 X 7540

位置図

左側柱 中央柱

右側柱

シーリング材

既設橋脚

事務所名

施工会社名

/

設計会社名

図面番号

さ い た ま 工 事 事 務 所

株式会社　エイト日本技術開発

東日本高速道路株式会社 関東支社

図面の種類

縮　　尺

東京外環自動車道
草加地区耐震補強工事

鋼板巻立て(その1)　参考図
(RC橋脚 ラーメン式)

標準耐震補強構造詳細図
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(中央柱)

(根巻きコンクリート配筋図)

縮尺 1:100標準耐震補強構造詳細図（RC橋脚　ラーメン式）鋼板巻立て(その2)　参考図

図 示

鋼板巻立て(その2)　参考図

注) 施工前に既設形状寸法を確認すること。
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鉄筋質量表
種 別 径 長   さ 本 数単 位 質 量 一本当り質量 質   量 摘   要

C 1 D22 1100 98 3.04 3.34 327

C 2 D22 1290 102 3.04 3.92 400

C 3 D22 900 4 3.04 2.74 11

C 4 D22 7540 24 3.04 22.9 550

C 5 D22 8540 18 3.04 26.0 468

1756

合　計D22 1756 kg

総質量 1756 kg

位置図

左側柱 中央柱

右側柱

既設橋脚

事務所名

施工会社名

/

設計会社名

図面番号

さ い た ま 工 事 事 務 所

株式会社　エイト日本技術開発

東日本高速道路株式会社 関東支社

図面の種類

縮　　尺

草加地区耐震補強工事

(RC橋脚 ラーメン式)

東京外環自動車道

標準耐震補強構造詳細図
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"a"部詳細

角補強断面図 S=1:100 縦リブ増設断面図 S=1:100

コーナーアングル断面詳細図 S=1:25

標準耐震補強構造一般図（鋼製橋脚 単柱式）　参考図 S=1:250

図 示

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社 関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準耐震補強構造一般図

（鋼製橋脚 単柱式）　参考図

単位 数　量 適　用

数 量 表

 13.9コンクリート C2-1（夜）

角補強鋼材質量

縦リブ増設鋼材質量

コンクリート追加充填m3

PL150×12

PL138×12

PL180×18

PL184×10

kg 4085

kg 1274
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社 関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

図 示

標準排水管　撤去図・新設図

標準排水管　撤去図・新設図（RC橋脚 単柱式)　参考図

（RC橋脚 単柱式)　参考図 
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終
点

側
起

点
側

終
点

側
起

点
側

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社 関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

図 示

標準排水管　撤去図・新設図

標準排水管　撤去図・新設図（RC橋脚 ラーメン式)　参考図

（RC橋脚 ラーメン式)　参考図 

上り線 下り線

上り線 下り線
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社 関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

図 示

標準排水管　撤去図・新設図

標準排水管　撤去図・新設図（鋼製橋脚 単柱式)　参考図

（鋼製橋脚 単柱式)　参考図 

下り線側上り線側

下
り
線

上
り
線
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社 関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

図 示

標準排水管　撤去図・新設図

標準排水管　撤去図・新設図（鋼製橋脚　ラーメン式）　参考図

（鋼製橋脚　ラーメン式）　参考図

起点側 終点側

上 り 線 下 り 線
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社 関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

図 示

標準検査路　撤去図・新設図

標準検査路　撤去図・新設図（鋼製橋脚　単柱式）（その1）　参考図

（鋼製橋脚　単柱式）（その1）　参考図

起点側終点側

102/167



事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社 関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

図 示

標準検査路　撤去図・新設図

標準検査路　撤去図・新設図（鋼製橋脚　単柱式）（その2）　参考図

（鋼製橋脚　単柱式）（その2）　参考図
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起
点
側

終
点
側

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社 関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

図 示

標準検査路　撤去図・新設図

標準検査路　撤去図・新設図（鋼製橋脚　ラーメン式）（その1）　参考図

（鋼製橋脚　ラーメン式）（その1）　参考図
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事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社 関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

図 示

標準検査路　撤去図・新設図

標準検査路　撤去図・新設図（鋼製橋脚　ラーメン式）（その2）　参考図

（鋼製橋脚　ラーメン式）（その2）　参考図
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3000

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

株式会社　エイト日本技術開発

東日本高速道路株式会社 関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準施工計画案（脚補強）

図 示

鋼鈑巻立て（その２）参考図
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2000 2000

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

株式会社　エイト日本技術開発

東日本高速道路株式会社 関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準施工計画案（脚補強）

図 示

鋼鈑巻立て（その３）参考図
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型 Ａ２型 Ａ２型 Ａ２型 Ａ２型

個数 3 3 3 3

サンドル

1段目

型 Ａ２型 Ａ２型 Ａ２型 Ａ２型

個数 3 3 3 3

緩衝材（硬度55°　±5°）

クロロプレンゴム相当

サイズ 150×50×650

個数 3 3 3 3

数量表

標準段差防止構造D1配置図（RC橋脚）　参考図 S=1/40

標準段差防止構造D1配置図

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

(RC橋脚)　参考図
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標準段差防止構造D1配置図（鋼製橋脚）その1　参考図 S=1/40

下り 上り

配 置 図

標準段差防止構造D1配置図
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G1 G2

支承部高 1014 866

段差防止

構造D1

位置 左側 右側 左側 右側

サンドル

6段目

型 Ｂ２型 Ｂ２型 - -

個数 2 2 - -
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型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型

個数 2 2 2 2
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型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型

個数 2 2 2 2

緩衝材（硬度55°　±5°）

クロロプレンゴム相当

サイズ 150×50×430

個数 2 2 2 2

数量表

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

（鋼製橋脚）その1　参考図
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配 置 図

AA

B

B

8
5
0

4
0
0

4
2
5

8
2
5

2
5
0
0

起
点

側
終

点
側

F

M

終点側

G1 G2 G3 G4 G5

支承部高 486 527 564 600 633

段差防止

構造D1

位置 右側 左側 右側 左側 右側 左側 右側 左側

サンドル

3段目

型 - - - Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型

個数 - - - 2 2 2 2 2

サンドル

2段目

型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型

個数 2 2 2 2 2 2 2 2

サンドル

1段目

型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型 Ｂ２型

個数 2 2 2 2 2 2 2 2

緩衝材（硬度55°　±5°）

クロロプレンゴム相当

サイズ 150×50×430

個数 2 2 2 2 2 2 2 2

数量表

標準段差防止構造D1配置図（鋼製橋脚）その2　参考図 S=1/40

終点側(下り線)　

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準段差防止構造D1配置図

（鋼製橋脚）その2　参考図

起
点

側
終

点
側

4x2100=8400

終点側 断面図

本線下り線(終点側)

G5G4G3G2

5
6
45
2
7

1520

612 315 614

1540 15201540

防音コンクリート

G1

A - A

5
0
0
1
3
9

5
0
0
1
2
0

5
0
0
1
0
4

5
0
0
8
4

5
0
0
6
8

3
5
01
9
7

3
5
0
1
8
1

3
5
01
6
2

6
3
3

6
0
0

4
8
6

545990565 545

1010

545 545 1010 545 545 990 565

Ｂ２型３段２列Ｂ２型２段２列

50600 50 560 50 50 560 50 50 560 50 50 600

825 425 400 850

2500

B - B

FM

125  　　 50

4
8
6
～

6
3
3

防音コンクリート

側面図

4x2100=8400

本線下り線(起点側)

4x2100=8400

本線下り線(終点側)

平面図

G1 G2 G3 G4 G5

G5G4G3G2

1520 1540

612

315

614

1540 1520

1520 1540

611 315 615

1540 1520

防音コンクリート

防音コンクリート

G1

990 56554554510105455451010545545990565

Ｂ２型３段２列Ｂ２型２段２列
50 50 50 50 50 50 50 50600 560 560 560
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注記:

 1.図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

S=1/20標準段差防止構造D2（鋼製橋脚）その1　参考図

配置平面図

対象範囲

G1

G1

Cランプ 下り線 上り線

下り線 上り線

2
8
0
0

G2 G1 G2 G3 G4 G5 G5 G4 G3 G2 G1

G2 G3 G4 G5 G6 G7 G5 G4 G3 G2 G1

29750 11050750

起
点

側
終

点
側

平面図　D - D

正面図　A - A 正面図　B - B 側面図　C - C

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準段差防止構造D2

（鋼製橋脚）その1　参考図

E - E F - F

起
点

側
終

点
側

1
3
6
0

1
3
1
5

350300

G4 G5

75 751290

C

C

1440560 560

220 220

5050

850

1290105 105

220 220

1500

1
2
5
0

6
×

1
5
0
=
9
00

5
0

上梁

下梁1

1
5
0
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5
0D D

緩衝ｺﾞﾑ

基礎

F F

E E

1
3
6
0

100

350 250

600

250 400

650

100

起点側 終点側

6901230

560150

220

860

340

8
0
0

1
2
5
0

5
0

6
×

1
5
0
=
9
00

1
5
0

1
5
0
1
5
0

上梁

下梁

基礎

緩衝ｺﾞﾑ

150

710

7556075

1100 1000

560 438 765 338 560

2951

765  292

1
5
7
0

650

5
6
0

6
7
0

5
6
0

6
7
0

3
4
5

6
5
0

5
7
5

G4 G5

2
4
0

2
2
0

7
1
5

1083 75

125

75 75

1440

5
6
0

7
6
5

G6 G7

220 220

A A

B B

5050

1233 25

75

1068

7
5

7
1
0

7
5

7
5

7
5

3
7
0

850

台座台座

台座
添接板

上梁1 上梁2 上梁4上梁3

下梁1

下梁2

基礎1

基礎1 ハンドホール

基礎2 基礎2

1
0
3
6

9
6
4

G6 G7

50 6001068600

863 370

1083 7575

1233

1233

863 220

5
×

1
5
0

=
7
5
0

8
0
0

5
0

下梁2

添接板

緩衝ｺﾞﾑ

基礎

支承台座

支承台座

添接板

8-B.N M16

ハンドホール

8-B.N M16

8-B.N M16

8-B.N M16

支承台座支承台座

3
0
0

3
5
2
3
0
3
5

150

35
80

35

50

5
5

300
3523035

238 150

35
80

35

50

5
5

138

150

358035

9
5

5
2
0

3
5

4
5
0

3
5

51

150

35 80 35

118 25

添接板

4-ねじ付きスタッド　M16

4-ねじ付きスタッド　M16

4-ねじ付きスタッド　M16

ハンドホール
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S=1/10

注記

1．特記なき材質は、全てSM490Yとする。

2．部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。

 （亜鉛の膜厚は JIS H8641のHDZT77とする。

   ボルト、ナット類はHDZT49とする。）

3．ナットは、全てゆるみ止めナットを使用する。

4．部材の製作、取付けは、現地実測確認の上、実施すること。

　 不メッキ処理を行うこと。

5．スタッドボルトの溶接部は、亜鉛メッキが付着しないように

2 - FLG PL 150 x 9 x 300

基礎1

1組あたり数量　【製作数：4】

1 - WEB PL 132 x 9 x 300

2 - RIB PL 132 x 9 x 65

4 - ねじ付きスタッド M16 x 35(強度区分4.8)(1-UN,1-M22W付)

2 - FLG PL 150 x 9 x 1440

下梁1

1組あたり数量　【製作数：2】

1 - WEB PL 132 x 9 x 1440

8 - RIB PL 132 x 9 x 65

8 - B.N  M16 x 45(2-W付)（下面）

2 - FLG PL 150 x 9 x 710

上梁

1組あたり数量　【製作数：4】

1 - WEB PL 132 x 9 x 710

6 - RIB PL 132 x 9 x 65

2 - FLG PL 150 x 9 x 1233

下梁2

1組あたり数量　【製作数：2】

1 - WEB PL 132 x 9 x 1233

6 - RIB PL 132 x 9 x 65

6 - B.N  M16 x 45(1-M16，1-M22W付)（上面）

2 - FLG PL 150 x 9 x 520

基礎2

1組あたり数量　【製作数：2】

1 - WEB PL 132 x 9 x 520

4 - RIB PL 132 x 9 x 65

4 - ねじ付きスタッド M16 x 35(強度区分4.8)(1-UN,1-M22W付)

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準段差防止構造D2（鋼製橋脚）その2　参考図

標準段差防止構造D2

（鋼製橋脚）その2　参考図

規格・寸法

材　料　表（起点側）

品　　　　名

ゆるみ止めナット

座金

スタッドボルト SS400

普通ボルト

SS400

鋼材 SM490Y

SS400

SS400

数量 備　　考

個

個

本

本

ｔ 0.120

8

28

36

44

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

M16

M16

M16

M16

段
差
防
止
構
造
Ｄ
２

種別

ゆるみ止めナット

座金

緩衝材 ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

普通ボルト

SS400

サンドル

SS400

SS400

個

個

個

本

個

0.120

2

20

20

8

硬度55°±5°

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

150×50×430

M16

M16

M22

430×150×150

6＜ｔ≦25

個 32 溶融亜鉛めっき

段
差
防
止
構
造
Ｄ
１ M16

Ｂ２型
ｔ

6

単位

28 - B.N  M16 x 45(2-W付)（下面）

24 - B.N  M16 x 45(1-M16，1-M22W付)（上面）

1組あたり数量　【製作数：1】

8 - B.N  M16 x 45(2-W付)（下面）

個 20 溶融亜鉛めっきM22

個 1

規格・寸法

材　料　表（終点側）

品　　　　名

ゆるみ止めナット

座金

スタッドボルト SS400

普通ボルト

SS400

鋼材 SM490Y

SS400

SS400

数量 備　　考

個

個

本

本

ｔ 0.242

16

68

84

112

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

M16

M16

M16

M16

段
差
防
止
構
造
Ｄ
２

種別

ゆるみ止めナット

座金

緩衝材 ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ

普通ボルト

SS400

サンドル

SS400

SS400

個

個

個

本

個

0.400

4

112

112

208

硬度55°±5°

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

150×50×430

M16

M16

M22

430×150×150

6＜ｔ≦25

個 16 溶融亜鉛めっき

段
差
防
止
構
造
Ｄ
１ M16

Ｂ２型
ｔ

20

単位

個 40 溶融亜鉛めっきM22

個 1

スタッド取付部詳細図 S=1:5

1
5
0

1
3
2

9
9

150

8035 35

M22 座金

M16 ゆるみ止めナット

ねじ付スタッド
M16x35

φ24

上梁

a - a

710

75 340 220 75
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5
0

正面図

9
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2

9

9 9 9

a a

b b

710
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5

b - b

710

35 80 480 80 35
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0

3
5

8
0
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5

橋軸方向

c

c

c - c

9

150

65 656 6

15C

1
5
0

9
1
3
2

96

6

8-φ19孔

8-φ19孔

140

下梁1

d - d

1440

75 220 850 220 75

1
5
0

正面図

9
1
3
2

9

9 9 9 9

d d

e e

1440

35 80 220 770 220 80 35

1
5
0
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5

8
0

3
5

e - e

1440

35 80 1210 80 35
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5
0

3
5

8
0
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5

橋軸直角方向

f

f

f - f

9

150

65 656 6

15C
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0

9
1
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2

9

6

6

12-φ19孔

8-φ19孔

下梁2

g - g

1233

75 863 75
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5
0

正面図

9
1
3
2

9

9 9

g g

h h

1233

898 80 35
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5

8
0

3
5

h - h
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35 80 1003 80 35
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3
5

8
0
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5

橋軸直角方向

i

i

i - i

9

150

65 656 6

15C
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5
0

9
1
3
2

9

6

6

9

220
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6-φ19孔

8-φ19孔

基礎1

j - j
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0

正面図
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2

9

9

j j

300
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0
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5
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0

橋軸方向

l
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150

65 656 6
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6 6

k k
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正面図
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標準段差防止構造A2（RC橋脚）その１　参考図
  S=1:50

標準段差防止構造A2

（RC橋脚）その１　参考図

 1.図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

注記:

数量表（段差防止構造A2）

項目 規格・寸法 単位 数量 備考

鋼製段差防止ブラケット 設計鉛直反力 V＝1050kN 基 12 1支承線当りN＝6基

鋼材 t 7.248

アンカー削孔工
φ61,L=1225mm ｍ 78.4 N＝64本,水平

φ61,L=775mm ｍ 24.8 N＝32本,水平

必要樹脂量 有機系注入材 0.093 水平

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

340340

側面図

正面図(終点側)

8
0
0

4
0
0

4
0
0

8
0
0

3
3
0
0

平面図

正面図(起点側)

G1C

G2C

G1C G2C

G1C G2C

起
点

側
終

点
側

400

9.0% 9.0% 

G1C G2C

13300

926 3430 1955

13300
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G1R G2L G2R

G2L G2R

G1LG1R
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2630280043502630 2800 4350
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4.57% 

支 間 長 34900
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桁 長 132480
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標準段差防止構造A2(RC橋脚)　その２　参考図   S=1:10

注記:

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

4.ブラケットは、現場実測確認のうえ、製作

  をおこなうこと。

5.アンカ-ボルト孔位置は鉄筋探査後決定する。

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

3.部材は全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

  亜鉛めっきの膜厚は、JIS H 8641 HDZT77（HDZ55）

6.「F.P」の表示のある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。 

図面の種類
標準段差防止構造A2

(RC橋脚)　その２　参考図

　とする。但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事
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標準段差防止構造A2（鋼製橋脚）その１　参考図   S=1:50

 1.図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

注記:

（鋼製橋脚）その１　参考図

数量表（段差防止構造A2）

項目 規格・寸法 単位 数量 備考

鋼製段差防止ブラケット
設計鉛直反力 V＝1050kN 基 12 1支承線当りN＝6基

設計鉛直反力 V＝733kN 基 2 1支承線当りN＝2基

鋼材 t 5.139

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事
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  S=1:40

 1.図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

注記:

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準段差防止構造A2（鋼製橋脚）その２　参考図

（鋼製橋脚）その２　参考図
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  S=1:10

注記:

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

5.ブラケットは、現場実測確認のうえ、製作
  をおこなうこと。
6.「F.P」の表示のある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。 

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

3.ボルトの孔明けは、M22の場合は新設部材φ26.5孔、
  既設部材φ24.5孔を示す。
4.下部工ブラケットは鋼製橋脚と同等以上の
  塗装を施すものとする。

7.   印のボルトは、TCB M22を示す。

段差防止部、ブラケット部

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準段差防止構造A2（鋼製橋脚）その３　参考図

（鋼製橋脚）その３　参考図
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  S=1:10

注記:

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

5.ブラケットは、現場実測確認のうえ、製作
  をおこなうこと。

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

3.ボルトの孔明けは、M22の場合は新設部材φ26.5孔、
  既設部材φ24.5孔を示す。
4.下部工ブラケットは鋼製橋脚と同等以上の
  塗装を施すものとする。

6.   印のボルトは、TCB M22を示す。

脚内補強詳細

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準段差防止構造A2（鋼製橋脚）その４　参考図

（鋼製橋脚）その４　参考図
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  S=1:10

注記:

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

5.ブラケットは、現場実測確認のうえ、製作
  をおこなうこと。

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

3.ボルトの孔明けは、M22の場合は新設部材φ26.5孔、
  既設部材φ24.5孔を示す。
4.下部工ブラケットは鋼製橋脚と同等以上の
  塗装を施すものとする。

6.   印のボルトは、TCB M22を示す。

脚内補強詳細

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準段差防止構造A2（鋼製橋脚）その５　参考図

（鋼製橋脚）その５　参考図
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注記:

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

5.ブラケットは、現場実測確認のうえ、製作
  をおこなうこと。

6.「F.P」の表示のある箇所は、完全溶込み溶接を用いる。 

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

3.ボルトの孔明けは、M22の場合は新設部材φ26.5孔、
  既設部材φ24.5孔を示す。
4.下部工ブラケットは鋼製橋脚と同等以上の
  塗装を施すものとする。

7.   印のボルトは、TCB M22を示す、

終点側

     印のボルトは、TCB M24を示す。

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準段差防止構造A2（鋼製橋脚）その６　参考図

（鋼製橋脚）その６　参考図
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  S=1:10

注記:

1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

5.箱内補強は、現場実測確認のうえ、製作
  をおこなうこと。

2.特記なきスカーラップは全て50Rとする。

3.ボルトの孔明けは、M22の場合は新設部材φ26.5孔、
  既設部材φ24.5孔を示す。

4.箱内補強は主桁と同等以上の
  塗装を施すものとする。

6.   印のボルトは、TCB M22を示す。

箱内補強詳細

     印のボルトは、TCB M24を示す。

  M24の場合は新設部材φ28.5孔、
  既設部材φ26.5孔を示す。

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準段差防止構造A2（鋼製橋脚）その７　参考図

（鋼製橋脚）その７　参考図
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標準落橋防止設置工（PC桁）その1　参考図   S=1:50

標準落橋防止設置工

（PC桁）その1　参考図

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

正面図(終点側)

平面図
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標準落橋防止設置工（PC桁）その2　参考図

標準落橋防止設置工

（PC桁）その2　参考図

  S=1:50

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事
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標準落橋防止構造詳細図（PC桁）その1　参考図   S=1:10

標準落橋防止構造詳細図

（PC桁）その1　参考図

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

(2700kNタイプ)
側 面 図
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アンカーボルト詳細図 S=1:5
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エポキシ樹脂注入
不陸調整材
エポキシ樹脂(t=5mm)
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 2-PL  260x22x300 

ブラケット1基当り(製作数:6)

 1-PL 1050x22x1150 

12-Anc Bolt D38x700(SD345)

12-1種 Nut  M36用 (SS400)

12-3種 Nut  M36用 (SS400)

12-Washer   M36用 (SS400)
12-座金     99x22x99 (SS400)

t 37 37 35 30 37 37

S=1:15

   2) 特記なきスカーラップは50Rとする。

   3) 下部工ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

(JIS H8641 HDZT77、HDZT49)とする。 

工場製作はアンカーボルト削孔位置等、現場実測確認のうえ   4)

行うものとする。 

アンカーボルトは接着系アンカーとする。    5)

アンカーボルト間隔は5d(d:アンカー径)以上を確保すること。    6)

   1) 特記なき材質は、全てSM490Aとする。 

注記)

施工時に既設の落橋防止装置のナットは撤去すること。   7)
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標準落橋防止構造詳細図（PC桁）その2　参考図   S=1:10

標準落橋防止構造詳細図

（PC桁）その2　参考図

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事
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   2) 特記なきスカーラップは50Rとする。

   3) 上部工ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

(JIS H8641 HDZT77、HDZT49)とする。 

工場製作はアンカーボルト削孔位置等、現場実測確認のうえ   4)

行うものとする。 

アンカーボルトは接着系アンカーとする。    5)

アンカーボルト間隔は5d(d:アンカー径)以上を確保すること。    6)

   1) 特記なき材質は、全てSM490Bとする。 

注記)

i
1
%

i
2
%

2.00i1

2.00i2

2.00

2.00

2.00

0

0

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

メタルタッチ

1
3

1
0
5
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標準落橋防止構造詳細図（PC桁）その3　参考図   S=1:10

標準落橋防止構造詳細図

（PC桁）その3　参考図

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

取付詳細図

A-A断面図 S=1:3連結ケーブル ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

異型緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。

　防錆処理をおこなうこと。
　取付後はマンション先端ねじ部に

保護チューブはぎ取り

保護チューブはぎ取り

95

580

L1

上部工側下部工側

7519300883

連結ケーブル(2700KN用)

300

φ
9
4

連結ケーブル全長 L1

1170

570600

570

300

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

PC鋼より線
(19xφ11.1)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435)

マンション
(SCM435)

55.5

75.5

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

PC鋼より線
(19xφ11.1)

被覆材

A

A

135 75

1
5
5
.
9

六角穴付止めねじ
(M10)

165

1
0
1

1
2
4

1
6
5

12

19

340

1
0
1

2
2
7

3
4
0

38 50

12

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

90

190 238

5
0

2
3
8

7
0

7
0

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

組立て全長　L=680

540

180

6525

190

252565

3
8
0

φ
9
8

キャップ部 取付部

ビス止め位置

ビス受け孔

外ねじ加工

(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

偏向具

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

ナット
緩衝具

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)2700KN用 1ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

2700KN用

2700KN用 L=400

2700KN用

2700KN用

2700KN用

個

個

個

個

個

組

1

1

1

1

1

SS400;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;6-止めビス付

SS400;亜鉛めっき(HDZT77) + クロロプレンゴム

M16x55 1W付 本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

本連結ケーブル PC鋼より線,ポリエチレン被覆1

全6組(6組/橋脚)

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

SCM435,ネジきり標準　<ケーブルに組込>個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

2700KN L1 mm

2700KN用 標準

2700KN用 600mm

2700KN用

2700KN用

2700KN用

2700KN用

2700KN用

2700KN用

(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

サ

ー バ
ニ
ユ

テ
ス
シ
ル

ム

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400,亜鉛めっき(HDZT77)

1

1

1

1

2

2

個 SS400,亜鉛めっき1

(ピン)

(止めプレート) 2700KN用

400

φ
1
2
1

φ
3
2
5

（製作長）

φ12

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

110 400 110

620

φ
1
1
0

止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

155 92

1
7
9

484

88

2
9
6

1
7
6

6
0

φ
92

248 148

φ
113

アイバー
(S45C:亜鉛めっき)

492

138 180 174

2
3
0

φ
1
3
8

φ
9
4

492

3
9

6
4

3
91
4
2

フォークエンド
(S45C:亜鉛めっき)

37
φ

1
3
8

φ
9
4

φ
92

φ
1
0
0

19 146

エンドピン

φ
1
0
0

止めプレート
(SS400:亜鉛めっき)

19

φ
9
0

ワッシャー
(SS400:亜鉛めっき)

φ185 14

φ117 1-M10

2-M10
(六角穴付ボルト)

六角穴付止めねじ
(M10)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

L2

354

131

248

エンドピン

フォークエンド

ワッシャー

ブラケットピン

アイバー

止めナット

マンション

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

L1

TYPE-1 TYPE-2 TYPE-3 TYPE-4

L2 2453 2461 24452465

TYPE-5 TYPE-6

24412453

2810 2818 2822 2802 2810 2798

終点側:取付詳細図及び部品図
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標準落橋防止設置工（鈑桁）その1　参考図   S=1:50

標準落橋防止設置工

（鈑桁）その1　参考図

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

起
点

側
終

点
側

上り線下り線

1300 4x2100=8400 1480

20

2100 4x2100=8400 1300

11180 11800

850 4x2100=8400 3600 4x2100=8400 850

22100

850 4x2100=8400 3600 4x2100=8400 850

22100

90°
36'50"

90°
36'50"

90°
36'50"

90°
36'50"

90°
36'50"

90°
36'50"

90°
36'50"

90°
36'50"

90°
36'50"

90°
36'50"

2
0
0
0

4
5
0

1
5
5
02
0
0
0

4
0
0
0

LG1 LG2 LG3 LG4 LG5 RG5 RG4 RG3 RG2 RG1

正面図(起点側)

平面図

LG1 LG2 LG3 LG4 LG5 RG5 RG4 RG3 RG2 RG1

防音コンクリート

防音コンクリート

1
1
3
4

23000

2
1
3
4

6
6
0

2
1
3
4

6
6
0

2
0
9
4

6
6
0

2
1
5
7

6
6
0

2
2
3
0

6
6
0

2
0
7
7

6
6
0

5
1
0

5
1
0

5
2
0

5
0
0

5
1
0

5
0
0

TYPE-1 TYPE-2 TYPE-3 TYPE-4 TYPE-5 TYPE-6

831

1
9
7

A - A

AA

42004200360042004200869
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標準落橋防止設置工（鈑桁）その2　参考図   S=1:50

標準落橋防止設置工

（鈑桁）その2　参考図

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

1
1
3
4

0.33%

4x1198=4794

350

2
1
3

4x1250=5000

100

防音コンクリート

1
1
3
4

0.33%

4x1189=4755

350

2
4
2

4x1250=5000

100

防音コンクリート

下り線

上り線

1550 450 2000

4000

1550 450 2000

4000

1
1
3
4

起点側 終点側

0.33%

4x1221=4884

350

2
2
8

4x1250=5000

100

防音コンクリート

1
1
3
4

0.33%

4x1166=4665

350

2
2
8

4x1250=5000

100

防音コンクリート

下り線

上り線

1550 450 2000

4000

1550 450 2000

4000

1
1
3
4

0.33%

4x1220=4839

350

2
2
5

4x1250=5000

100

防音コンクリート

1
1
3
4

0.33%

4x1178=4710

350

2
4
2

4x1250=5000

100

防音コンクリート

側面図

下り線

上り線

1550 450 2000

4000

1550 450 2000

4000

LG1 LG3 LG5

RG5RG3RG1

2710 2710
2670

273328082653

15502134660 2134660 1550 15502094660

15502077660 15502230660 15502157660

5
1
0

5
1
0

5
2
0

5
0
0

5
1
0

5
0
0

9
°
4
8
'3
9"

9
°
4
8
'3
9"

9
°
4
8
'3
9"

9
°
4
8
'3
9"

9
°
4
8
'3
9"

9
°
4
8
'3
9"

連結ケーブル(1700kNタイプ) 連結ケーブル(1700kNタイプ) 連結ケーブル(1700kNタイプ)

連結ケーブル(1700kNタイプ) 連結ケーブル(1700kNタイプ)

連結ケーブル(1700kNタイプ)

430 430 430

430430430

197 197 197

197197197

1972302267

198

2154
556

2154
556

198

1972302267 1972302227

197230229019723023631972302210

198

2114
556

198

2097
556

198

2252

556

198

2177

556

起点側 終点側 起点側 終点側

起点側 終点側 起点側 終点側 起点側 終点側
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標準落橋防止構造詳細図（鈑桁）その1　参考図   S=1:25

標準落橋防止構造詳細図

（鈑桁）その1　参考図

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

(1700kNタイプ)

側 面 図

L1

連結ケーブル

取付詳細図

上部工側 下部工側

連結ケーブル(1700kNタイプ)

下部工ブラケット詳細図

b1 b2 b3

940

9
60

3
25

22
2
66

22
3
25

15
3
10

15
3
10

328 22 240 22 328

15 313 313 15

9
40

22382

170212

50

a4
a3

a2
a1

15
9
10

15

3
28

22
2
40

22
3
28

9
60

180

50

50
2
60

130

22

15
3
10

22
2
66

22
3
10

15

50
2
60

R212

R192

22

2 - 21 - 1

1

1

2

2

33

44

9
40

180

15
9
10

15

3
28

22
2
40

22
3
28

4 - 4

1
90

287

3
78

35

FP

FP

6-φ44

7

FP

22382

170212

745

615

アンカーボルトD41x745

130

削
孔
径

φ
51

削孔長 625

(M39ネジ切り L=130)

3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)

ネジ切り長

130

5

22

8221

座金(M39用)

ワッシャー(M39用)

22

2-PL  287x22x378

2-PL  382x22x910

4-PL  180x22x310

2-PL  180x22x266

6-Anc Bolt D41x745(SD345)

ブラケット1基当り(製作数:6)

1-PL  960x22x940

6-1種 Nut  M39用 (SS400)

6-3種 Nut  M39用 (SS400)

6-Washer   M39用 (SS400)
6-座金     99x22x99 (SS400)

3 - 3

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

L1

LG1 LG3 LG5 RG1 RG3 RG5

2710 2710 2670 2653 2808 2733

a1 a2

TYPE-1 190 290

200

190 290

200 280

TYPE-2

TYPE-3

TYPE-4

a3 a4

310 170

280 310

310 170

310 170

b1 b2

220 610

210 610

220 600

210 600

b3

110

120

120

130

170

190 290TYPE-5 310 170 210 610 120

200 280TYPE-6 310 170 210 610 120

L1

桁補強

上部工ブラケット

取付面接着剤充填

シール材
(下部工ブラケット全周)

下部工ブラケット

連結ケーブル(1700kNタイプ)

a1
a2

a3

H1

9
°

4
9'

エポキシ樹脂注入不陸調整材
エポキシ樹脂(t=5mm)

556

L2

198

L3 427 1550

197230430

t

L2 2154 2154 2114 2097 2252 2177

L3 2267 2267 2227 2440 2363 2290

H2 228 225 213 228 242 242

t 22 12 19 22 12 22

H2

H1 510 510 520 500 510 500

25
22

   2) 特記なきスカーラップは50Rとする。

   3) 下部工ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

(JIS H8641 HDZT77、HDZT49)とする。 

工場製作はアンカーボルト削孔位置等、現場実測確認のうえ   4)

行うものとする。 

アンカーボルトは接着系アンカーとする。    5)

アンカーボルト間隔は5d(d:アンカー径)以上を確保すること。    6)

   1) 特記なき材質は、全てSM490Aとする。 

注記)

130

（めっき長）

施工時に既設の落橋防止装置のナットは撤去すること。   7)
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標準落橋防止構造詳細図（鈑桁）その2　参考図   S=1:25

標準落橋防止構造詳細図

（鈑桁）その2　参考図

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

(1700kNタイプ)

1-PL  220x22x500

1-PL  170x22x220

1-PL  660x25x610

1-PL  524x25x580

2-PL   85x25x510
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4 - 4

5 - 52 - 2

16-φ18孔

20-φ24.5孔

1 - 1

ブラケット1基当り(製作数:6)

4040

桁補強詳細図上部工ブラケット詳細図

22

80°3
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3 - 3

FP区間
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10500
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742274

7
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7 - 7

7
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40110
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35.5(9) 35.5250

1
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8 - 8

3
x7
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3
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5

240

a部

(
t)

主桁下フランジ

8-φ24.5孔 40 40
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3
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6

6

フィラープレート詳細図

a部詳細

R3
5

15

660

4040 3x150=450

b2

40
b3

5-φ24.5孔

130

8

8

FP

8

10

 2-PL  250x22x660

16-TCB  M22x90(S10T)

 4-PL  190x22x305

 2-Fill PL B1xT1x660 (SS400)

ブラケット1基当り(製作数:6)

(SM400A)

(SM400A)

 4-PL  265x22x340

(SM400A)

8-φ24.5孔65

22

15C溶接後埋め戻し

フィラープレート

 8-TCB M22xL2（S10T）

12-TCB M22xL1（S10T）[+1W]

2-PL   65x22x220

22

FP8

8

FP

FP

8

8
FP FP

   2) 特記なきスカーラップは全て50Rとする。

   3) 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の   4)

  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。   5)

防錆塗装を施すものとする。

( )内は既設主桁の仮定寸法値であるため   6)

取付位置に合わせて適宜変更すること。

   1) 特記なき材質は、全てSM490Aとする。 

注記)
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(
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5
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5.
5
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t
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T1 B1

22

12

19

22

12

22

80

150

135

90

150

105

L1

110

100

110

110

100

110

L2

105

95

105

105

95

105
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設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準落橋防止構造詳細図

（鈑桁）その3　参考図

取付詳細図

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,ｸﾛﾒｰﾄ処理)

ユニバーサル用緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

103

576

L

63192501383

下部工側 上部工側

連結ケーブル(1700KN用)

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

φ260 38 50

11

φ
8
5

φ
1
9
2

φ
2
6
0

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具

ユニバーサル用緩衝具

ナット

（製作長）
400

φ
1
0
2

φ
1
9
0

φ11

50

本連結ケーブル

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

1700KN用 L(mm)

1700KN用 標準

1700KN用 600mm

全6組

1700KN用

1700KN用

1700KN用

1700KN用

1700KN用

1700KN用

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)1700KN用 1ナット

止めプレート

スプリング

ユニバーサル用緩衝具

偏向具

保護キャップ

1700KN用

1700KN用 L=400

1700KN用

1700KN用

1700KN用

個

個

個

個

個

組

1

1

1

1

1

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;8-止めビス付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

M16x55 1W付 本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

サ

バ
ニ
ユ

テ
ス
シ
ル

ム

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400相当品,亜鉛めっき(HDZT77)

1

1

1

1

2

2

個 SS400相当品,亜鉛めっき(HDZT77)1

(ピン)

(止めプレート) 1700KN用

L1

230 320

122

フォークエンド

ワッシャー

ブラケットピン

アイバー

止めナット

マンション

連結ケーブル A-A断面図 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

260

530

連結ケーブル全長　L

φ
7
8

1130

530

260

600

(7xφ15.2)

φ61.6

φ45.6

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

PC鋼より線

(7xφ15.2)

被覆材

115 63

1
3
3

六角穴付止めねじ
(M10)

φ150 19

11

φ
8
5

φ
1
0
5

φ
1
5
0

90

170 218

6
0

6
0
5
0

2
1
8

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C
φ

3
0
0

256565

255

2525

245

65

組立て全長　L=695

555

φ
8
2

取付部キャップ部

ビス止め位置 ビス受け孔

外ねじ加工
(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

亜鉛めっき仕様

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

98 354 98

550

φ
1
0
3

止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

80150

1
7
3

444

2
6
2

83 230 131

φ
1
6
6

5
3

アイバー
(S45C:亜鉛めっき)

フォークエンド
(S45C:亜鉛めっき)

444

124 160 160

2
0
6

444

3
4

5
7

3
4

1
2
5

φ
1
2
0

φ
7
8

φ
1
2
0

φ
7
8

33

ワッシャー
(SS400相当品:亜鉛めっき)

φ175 14

φ107 1-M10

六角穴付止めねじ
(M10)

φ
9
0

19 129

エンドピン

φ
9
0

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

19

φ
8
0

2-M10
(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準　<ケーブルに組込>

ー

S=1:2

標準落橋防止構造詳細図（鈑桁）その3　参考図
起点側:取付詳細図及び部品図

S=1:10

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

マンション
(SCM435;溶射処理)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

マンション
(SCM435;溶射処理)

A

A

エンドピン

LG3

L1

LG1

連結ケーブル寸法表

LG5

2332

2332

2292

L

2710

2710

2670

RG3

RG1

RG5

2275

2430

2355

2653

2808

2733

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。
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  S=1:50標準落橋防止設置工（鋼箱桁）参考図

標準落橋防止設置工

（鋼箱桁）参考図

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

正面図(PG1側) 側面図

G1桁

4.50% 

PD22

PD21側 PG1側

340

3x1270=3810

40

1268

G1CG2C G1LG1RG2LG2R

G1CG1L G1R G2CG2L G2R

4537 1759

17800

1
0
0
0

7
3
0

2.813% 

8
2
0

3
8
0

2
4
0
0

1
2
0
0

1
2
0
0

P
D
2
2

P
D
2
1
側

P
G
1
側

1759 4537

17800

4
2
8

平面図

82
°
38
'5
2"

82
°
42
'1
0"

3709

5
7
5

4.50% 

PD22

PD21側 PG1側

340

3x1428=4284

40

1428

4
3
0

4094

6
4
0

1160

820 3589 839

1160

820 3207 839

G2桁

3
2
07

8
4
0

3
5
89

8
4
0

連結ケーブル(2700kNタイプ)

7°
2 4 '5 8 "

7°
2 4 '5 8 "

6
4
0

5
7
5

2
7
7

1200 380 820

277

1200 380 820

277

連結ケーブル(2700kNタイプ)

1617

4537

TYPE-1TYPE-2

2400

2400

A - A

AA

750750

6037

1500 3037 1500

1
8
0
0

1
8
0
0

4
4
0

4
4
0

4538

11504

223

3514
580

223

3129
580

277 248 3662

277 248 3280

11504

1520 554

8251579 466

466

1
5
20

4
6
6

5
5
4

1
5
79

4
6
6

8
2
5

4
4
0

4
4
0

位置図

DP22橋脚

Gランプ

対象箇所

Dランプ
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  S=1:25標準落橋防止構造詳細図（鋼箱桁）その1　参考図

標準落橋防止構造詳細図

（鋼箱桁）その1　参考図

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

(2700kNタイプ)

側 面 図 下部工ブラケット詳細図

2-PL  306x25x406

2-PL  476x25x1020

4-PL  260x22x335

2-PL  260x22x300

ブラケット1基当り(製作数:2)

1-PL 1050x22x1050

8-Anc Bolt D51x910 (SD345)

8-1種 Nut  M48用 (SS400)

8-3種 Nut  M48用 (SS400)

8-Washer   M48用 (SS400)

1
05
0

1
05
0

1
05
0

3
50

25
3
00

25
3
50

1050

353 22 300 22 353

15 338 338 15

15
3
35

3
35

15

b1 b4

a4
a3

a2
a1

22 476

250 226

50

22 260

50 210

50
2
85

15
3
35

25
3
00

25
3
35

15

15
1
02
0

15

3
53

22
3
00

22
3
53

50
2
85

25
25

2 - 21 - 1

1

1

3 3

2

2

b2

4 4

260

4 - 4

R226

R206

4
06

306

35

b3

1
05
0

22 476

250 226

15
1
02
0

15

3
53

22
3
00

22
3
53

2
00

FP

FP

FP

8-φ53

8

8-座金     108x22x108 (SS400)

910

765

アンカーボルトD51x910

145

削孔長 775

削
孔
径

φ
61

座金(M48用)

(M48ネジ切り L=145)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

ネジ切り長

145

5

22

97 21

ワッシャー(M48用)

L1

連結ケーブル(2700kNタイプ)

取付詳細図

上部工側下部工側

連結ケーブル

3 - 3

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

L1

G1 G2

3709 4094

L2

L3

3129 3514

3280 3662

H1 575 640

H2 428 430

取付面接着剤充填

シール材
(下部工ブラケット全周)

下部工ブラケット

a1
a2

a3

H1

H2

223

L1

580

L2

L3525820

277 248

a1 a2

TYPE-1 190 335

150TYPE-2

a3

395

425 285

b1

210

b2 b3

315315

190315425

a4

130

190

b4

210

120

エポキシ樹脂注入 不陸調整材
エポキシ樹脂(t=5mm)

上部工ブラケット

桁補強

7
°

2
5'

4
404
40

1028
12

L4 466 L5

L4 1520 1579

L5 554 825

連結ケーブル(2700kNタイプ)

   2) 特記なきスカーラップは50Rとする。

   3) 下部工ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

(JIS H8641 HDZT77、HDZT49)とする。 

工場製作はアンカーボルト削孔位置等、現場実測確認のうえ   4)

行うものとする。 

アンカーボルトは接着系アンカーとする。    5)

アンカーボルト間隔は5d(d:アンカー径)以上を確保すること。    6)

   1) 特記なき材質は、全てSM490Aとする。 

注記)

施工時に既設の落橋防止装置のナットは撤去すること。   7)

145

（めっき長）
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  S=1:25標準落橋防止構造詳細図（鋼箱桁）その２　参考図

標準落橋防止構造詳細図

（鋼箱桁）その２　参考図

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

(2700kNタイプ)

2-PL 105x22x240

1-PL 240x22x540

1-PL 190x22x240

1-PL 840x28x670

1-PL 613x28x640

2-PL 222x28x598

2-PL 550x28x699

2-PL 172x22x670

ブラケット1基当り(製作数:2)

1
20

1
20

6
70

50

2x75

=150

50

840

4 5

10
6
12

.1

5
97

.1

22228

800
550

6
99

3

4
22

.5

2
40

25

840

22.395.513.1

28

3
02

.5

10 190

240

50
350

540

2
60

1
05

190

10

9050

25

17250

4

5

2828

640

172172 240

50

670

6
69
.5

4
22
.5

3

15

2
70

2
40

6
82
.5

6
92
.5

15

2
80
.5

10

50

22
22

2
70

3
37
.1

6
07
.1

5
97
.1

10

640

42281 28

50
70

70

1
18

28 81

50
50

3x80=240 140

4 - 4

5 - 52 - 2

16-φ18孔

42-φ24.5孔

1 - 1

150

75

1
05

45 40

FP区間

上部工ブラケット詳細図

2 2

80
°

3
60

25
70

50
70

25

3 - 3

22228550

350

540

190

10

1
72

28
2
40

28
1
72

81
28

4
22

28
81

84 2284

1

1

8

FP

8

FP

8

22
15C溶接後埋め戻し

 6-TCB M22x75（S10T）

12-TCB M22x80（S10T）[+1W]

22

8

8

FP

FP
8

8
FP

1
05

1
80

75

(SM490B)

(SM490B)

(SM490B)

(SM490B)

8
7

670

15 15

75

75
1
20

1
80

1
20

75
50

50

   2) 特記なきスカーラップは全て50Rとする。

   3) 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の   4)

  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。   5)

防錆塗装を施すものとする。

   1) 特記なき材質は、全てSM490YAとする。 

注記)

105010

70

"a"部詳細 S=1:12.5

R2
0

1
50

18.5 13 18.5
20

50
10

10

"b"部詳細 S=1:12.5

8 - 8 S=1:12.5

10
3
80

38

4
28

40
40

40 120 70

270

22
4
28

12

4
62

15-φ24.5

9 - 9 S=1:12.5

222222

40 120 40

52005

210

80 80

12
22

16

50

60
70

40

2
40

30
1
58

4
28

12

7

7

4
x7
5=
30
0

9

40
1
40

40

2
20

1
70

1
00

2
70

40

70

5
2
00

5

40
1
20

40

40 3x75=225 90 3x75=225 40

620

16-φ24.5

620

16-φ24.5

2
56

2
10

2
10

1
69

1
01

2
70

1
70

1
00

2
70

5
5

P
D2
2

P
G
1側

10 10

10 - 10

7 - 7

6 - 6

桁補強詳細図

40
1
50

40

2
30

1
70

1
00

2
70

P
D2
2

P
G
1側

8 12720

10

720812

740 740

1490

"a"

"b"

24-φ24.5

24-φ24.5

700812

745

1490

50

745

50 700 8 12

3x130=390 120 75 180 75 120 3x130=390 50

75 120 180 120 75

50 3x130=390 105 110 140 110 105 3x130=390 50

6

7

8

8

6

7

9

9

40
70

60

2
40

30

70

2010 700 50 700 2010

745 745

1
96

74
40

18-φ24.5

3
80

40
4
x7
5=
30
0

40

3
80

10

4
62

4
28

22
12

40

10

38

4
x7
5=
30
0

40

720 10 720

8 121450

40 404040

10

620

230 230

470

81210 10

上部工付き補強材1基当り(製作数：2基)

2-SPL PL 200×12×620

4-SPL PL  240×22×470(SM490YB)

32-TCB M22×85(S10T)

4-PL 210×22×720(SM490YB)

4-BASE PL 270×12×380

4-SPL PL 80×16×620

4-PL 428×22×728(SM490YB)

36-TCB M22×105(S10T)

60-TCB M22×60(S10T)

12-TCB M22×85(S10T)

2-BASE PL 220×12×700

12-TCB M22×90(S10T)[+1W]

2-BASE PL 230×12×700

24-TCB M22×60(S10T)

G1L G1R

G1L G1R

G1L G1R

(SM490A)

(SM490A)

(SM490A)

(SM490A)

1
10

1
40

1
10

1
05

75 75 7575
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標準落橋防止構造詳細図（鋼箱桁）その３　参考図

標準落橋防止構造詳細図

（鋼箱桁）その３　参考図

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

  S=1:10

取付詳細図

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,ｸﾛﾒｰﾄ処理)

異型緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

115

600

L1

上部工側下部工側

75192501383

連結ケーブル(2700KN用)

φ340

φ
1
0
1

φ
2
2
7

φ
3
4
0

38 50

12

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

偏向具 スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

ナット

異型緩衝具

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)2700KN用 1ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

2700KN用

2700KN用 L=400

2700KN用

2700KN用

2700KN用

個

個

個

個

個

組

1

1

1

1

1

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;6-止めビス付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

M16x55 1W付 本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

本連結ケーブル 1

全2組

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

2700KN用 L(mm)

2700KN用 標準

2700KN用 700mm

2700KN用

2700KN用

2700KN用

2700KN用

2700KN用

2700KN用

(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

サ

バ
ニ
ユ

テ
ス
シ
ル

ム

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400相当品,亜鉛めっき(HDZT77)

1

1

1

1

2

2

個 SS400相当品,亜鉛めっき(HDZT77)1

(ピン)

(止めプレート) 2700KN用

400

φ
1
2
1

φ
2
2
5

（製作長）

φ12

50

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

110 400 110

620

φ
1
1
0

止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

155 92

1
7
9

484

88

2
9
6

φ
1
7
6

6
0

248 148

アイバー
(S45C:亜鉛めっき)

492

138 180 174

2
3
0

φ
1
3
8

φ
9
4

492

3
9

6
4

3
91
4
2

フォークエンド
(S45C:亜鉛めっき)

37

φ
1
3
8

φ
9
4

φ
1
0
0

19 146

エンドピン

φ
1
0
0

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

19

φ
9
0

ワッシャー
(SS400相当品:亜鉛めっき)

φ185 14

φ117
1-M10

2-M10
(六角穴付ボルト)

六角穴付止めねじ
(M10)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

L2

354

131

248

ワッシャー

ブラケットピン

止めナット

A-A断面図連結ケーブル ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

300

φ
9
4

連結ケーブル全長　L1(mm)

1270

570700

570

300

(19xφ11.1)

φ55.5

φ75.5

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

PC鋼より線

(19xφ11.1)

被覆材

135 75

1
5
6

六角穴付止めねじ
(M10)

φ165

φ
1
0
1

φ
1
2
4

φ
1
6
5

12

19

90

190 238

5
0

2
3
8

7
0

7
0

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

組立て全長　L=680

540

180

6525

190

252565

φ
3
8
0

φ
9
8

キャップ部 取付部

ビス止め位置 ビス受け孔

外ねじ加工
(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

亜鉛めっき仕様

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準　<ケーブルに組込>

ー

S=1:3

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435;溶射処理)

マンション
(SCM435;溶射処理)

A

A

フォークエンド

アイバー エンドピン

マンション

DP22橋脚(終点側):取付詳細図及び部品図

G2

L1

G1

連結ケーブル寸法表

3709

4094

L2

3332

3717
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標準落橋防止設置工（落橋防止・段差防止兼用）　参考図   S=1:50

標準落橋防止設置工

（落橋防止・段差防止兼用）　参考図

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

7
4
2

4
0
8

4
0
0

7
5
0

2
3
0
0

1799 4502 1799

8100

平面図

1
1
5
0

1
1
5
0

正面図(起点側) 側面図

4
1
9

G1C G2C

起点側 終点側

起
点

側
終

点
側

179945021799

8100

340

4x1364=4092

60

1362

G1桁

4.90% 

G1L G1R G2L G2R

G1C G2CG1L G1R G2L G2R

88°
52'54"

88°
52'54"

2.57% 

4
6
1

340

4x1398=4194

60

1396

G2桁

4.30% 

7502681660

7502520660

2916

3082

1090

1090

2
5
2
0

6
6
0

2
6
8
1

6
6
0

3
5
0

1791

4
4
0

4
2
0

連結ケーブル(1700kNタイプ)

連結ケーブル(1700kNタイプ)

7°
1 1
'4
1 "

7
°
3
2
'
1
6"

9
0
0

3
1
3

1
2
1
3

5
0
5
0

段差防止構造

段差防止構造

1150400750

350

1150400750

350

9
0
0

3
4
1

1
2
4
1

5
0
5
0

段差防止構造
段差防止構造

段差防止構造

5
0

5
0

1
2
1
3 3
1
3

9
0
0

5
0

5
0

1
2
4
1 3
4
1

9
0
0

180

180

2300

2300

TYPE-1 TYPE-2

A - A

AA

1500 3002 1500

6002

4485 1825

643434

738434

6
4
3

4
3
4

7
3
8

4
3
4

750 4502 750

1
8
0
0

4
9
0

1
8
0
0

4
9
0

4
9
0

4
9
0

428

2360
556

3502282500

3502282661

起点側 終点側
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標準落橋防止構造詳細図（落橋防止・段差防止兼用）その1　参考図   S=1:25

標準落橋防止構造詳細図

（落橋防止・段差防止兼用）その1　

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

参考図

A

9
00

20
22

8
36

5

32318

29820

B - B

A

350

2
50

4
00

2
50

9
00

4
00

350

下部工ブラケット

7

7

F.P

22

313212

525

F.P

7

新設アンカー

D41
1850

9
00

250 205

2
50

4
00

2
50

290 215295 250155 190
下部工ブラケット

14-φ44孔

8

4
00

22
8
36

22
20

C C

A - A

B

B

C - C

新設アンカー

D41

20 22 228 22 228 22 228 22 266 22 228 22 228 22 228 22 20

1850

190

1850

250 205155 290 215295 250

5

32

2
98

20

3
183
50

6
15

3
50

 1-UFLG PL  350x22x1850

 1-BASE PL  878x32x1850

 6-RIB  PL  298x22x 836

ブラケット1基当り(製作数: 2基)

 1-LFLG PL  318x22x1850

 2-RIB  PL  525x22x 836

 2-TOP  PL  384x22x 384

7
°

1
2 '

L1

連結ケーブル

取付詳細図

上部工側 下部工側

連結ケーブル(1700kNタイプ)

L1

G1 G2

L2 2360 2526

L3 2500 2661

H2 419 461

H1 440 420

2916 3082

556

L2
L1

428

L3 578 750

350228

175175 5

2
50

4
00

2
50

H1

H2

10

14 22 228 22 228 2214

550

25 500 25

25

L4
50

50

L5

14 22 228 22 228 2214

550

25 500 25

8

7

側 面 図

15 124

300

1522 124

25 250 25

25

L4
50

50

L5

緩衝材

緩衝材 緩衝材

10
C埋

戻
し

10C埋
戻
し

8

7
298

318 32 5

20

755

615

アンカーボルトD41x755

140

削
孔
径

φ
51

削孔長 625

(M39ネジ切り L=130)

3種ナット(M39用)

1種ナット(M39用)

ネジ切り長

140

5

32

8221

座金(M39用)

ワッシャー(M39用)

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

14-Anc Bolt D41x755(SD345)

14-1種 Nut  M39用 (SS400)

14-3種 Nut  M39用 (SS400)

14-Washer   M39用 (SS400)
14-座金     99x22x99 (SS400)

エポキシ樹脂注入不陸調整材
エポキシ樹脂(t=5mm)

連結ケーブル(1700kNタイプ)

段差防止構造

取付面接着剤充填

シール材
(下部工ブラケット全周)

下部工ブラケット

上部工ブラケット

桁補強

(1700kNタイプ)

D D

D - D

125 300 125

550

222222

1
24

15
22

1
24

15

25
2
50

25

14 261 14261

75
1
50

75

3
00

BN M16x75
4-φ19孔

段差防止部材料 1基当り(製作数：4基)

 1-FLG PL 300x25x550

 1-WEB PL LL1x22x550

 4－BN  M16x75(SS400)(1-Uナット,2-W付)

 1-緩衝材 250x50x500(クロロプレンゴム相当、硬度55°±5程度)

 6-RIB PL 124x22xLL1

L4

G1 G2

L5

LL1

313 341

288 316

288 316

4
90

4
90

L4

25
12

434

L4 643 738

   2) 特記なきスカーラップは50Rとする。

   3) 下部工ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

(JIS H8641 HDZT77、HDZT49)とする。 

工場製作はアンカーボルト削孔位置等、現場実測確認のうえ   4)

行うものとする。 

アンカーボルトは接着系アンカーとする。    5)

アンカーボルト間隔は5d(d:アンカー径)以上を確保すること。    6)

   1) 特記なき材質は、全てSM400Aとする。 

注記)

施工時に既設の落橋防止装置のナットは撤去すること。   7)

140

（めっき長）

22 22

100 300 100

500

50
1
50

50

2
50

"a"

50
1
50

50

2
50

3020

50

"a"部詳細
2550

3020

  S=1:12.5

φ
40

φ
19

BN M16x75

(1-Uナット,2-W付)緩衝材

(クロロプレンゴム)

緩衝材詳細  S=1:12.5

シール材詳細   S=1:12.5

20

20

ベースプレート

不陸調整材

(エポキシ樹脂系パテ材)

シール材

t=5mm
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標準落橋防止構造詳細図（落橋防止・段差防止兼用）その2　参考図   S=1:25

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準落橋防止構造詳細図

（落橋防止・段差防止兼用）その2　

参考図

(1700kNタイプ)

1-PL  220x22x500

1-PL  170x22x220

1-PL  660x25x580

1-PL  524x25x550

2-PL   85x25x510

2-PL  510x25x604

2-PL  140x22x577 

660

50
50

5
80

50

3x150=450130

15 15

580

10
5
09
.6

5
19
.6

2
99
.6

2
20

2531525 92.592.5

100 85.3 16.722.3

660

50
60

25

2
10

25

2
69

.1
3
79

.1

60
25

2
20 6

03
.9

3

10
5
24

5
09

.6

3

35
330

50

10

40
40

500
170

90

85

620

510
25

5

4

170 10

5 4

1515

580

5
76
.1

3
79
.1

2
20

78

5
99
.1

10

22

5
89
.1

2
47
.1

22
2
20

5050

220140 140

550

25 25

4 - 4

5 - 52 - 2

16-φ18孔

20-φ24.5孔

1 - 1

ブラケット1基当り(製作数:2)

4040

上部工ブラケット詳細図

22

80°3
20

25
60

50
60

25

3 - 3

FP区間

330

10500

170

85 51025

742274

9
2.
5

25
3
15

25
9
2.
5

1
40

25
2
20

25
1
40

1

1

8

8

FP

8

65

22

15C溶接後埋め戻し

 4-TCB M22x75（S10T）[+1W]

2-PL   65x22x220

22

8

8

FP

FP

8

8
FP FP

65

8

7

3
x1
60
=4
80

1
10

2
60

1
10

50

105010

70

"a"部詳細 S=1:12.5

R2
0

1
50

18.5 13 18.5
20

50
10

10

"b"部詳細 S=1:12.5

8 - 8 S=1:12.5

10
4
30

38

4
78

45
45

40 120

200

22
4
78

12

5
12

10-φ24.5

9 - 9 S=1:12.5

222222

40 120 40

52005

210

80 80

12
22

16

50

40
95

40

2
70

50
1
58

4
78

12

7

7

4
x8
5=
34
0

7

40

95

5
2
00

5

40
1
20

40

40 3x75=225 90 3x75=225 40

620

16-φ24.5

620

16-φ24.5

2
23

2
10

2
10

1
00

1
00

2
00

1
00

1
00

2
00

5
5

10
10

10 - 10

7 - 7

6 - 6

桁補強詳細図

8 12720

10

720812

740 740

1490

"a"

"b"

6

7

8

8

6

7

9

9

40
90

40

2
60

60

90

2010 700 50 700 20 10

745 745

74
90

18-φ24.5

4
30

45
4
x8
5=
34
0

45

4
30

10

5
12

4
78

22
12

45

10

38

4
x8
5=
34
0

45

720 10 720

8 121450

40 404040

10230 230

470

81210 10

上部工付き補強材1基当り(製作数：2基)

2-SPL PL 200×12×620(SM490YA)

4-SPL PL  260×22×470(SM490YB)

32-TCB M22×85(S10T)

4-PL 210×22×720(SM490YB)

4-BASE PL 200×12×430(SM490YA)

4-SPL PL 80×16×620(SM490YA)

4-PL 478×22×728(SM490YB)

36-TCB M22×105(S10T)

40-TCB M22×60(S10T)

 8-TCB M22×85(S10T)

2-BASE PL 210×12×700(SM490YA)

 8-TCB M22×90(S10T)[+1W]

2-BASE PL 230×12×700(SM490YA)

24-TCB M22×60(S10T)

   2) 特記なきスカーラップは全て50Rとする。

   3) 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の   4)

  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。   5)

防錆塗装を施すものとする。

   1) 特記なき材質は、全てSM490Aとする。 

注記)
起
点
側

20-φ24.5

20-φ24.5

起
点
側

50 3x145=435 110 260 110 3x145=435 50

160 160 1603x145=43550 3x145=435 50

700812

745

1491

50

745

50 700 8 12

3x145=435 160 160 160 3x145=435 50

40
1
50

40

2
30

1
00

1
00

2
00

40
1
30

40

2
10

1
00

1
00

2
00

2
34

1
13

1
17

97
1
13

75 75 7575

22
22

12
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設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準落橋防止構造詳細図

（落橋防止・段差防止兼用）その3

参考図

取付詳細図

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,ｸﾛﾒｰﾄ処理)

異型緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

103

576

L1

63192501383

下部工側 上部工側

連結ケーブル(1700KN用)

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

φ260 38 50

11

φ
8
5

φ
1
9
2

φ
2
6
0

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具 異型緩衝具

ナット

（製作長）
400

φ
1
0
2

φ
1
9
0

φ11

50

本連結ケーブル

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

1700KN用 L1(mm)

1700KN用 標準

1700KN用 600mm

全2組

1700KN用

1700KN用

1700KN用

1700KN用

1700KN用

1700KN用

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)1700KN用 1ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

1700KN用

1700KN用 L=400

1700KN用

1700KN用

1700KN用

個

個

個

個

個

組

1

1

1

1

1

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;8-止めビス付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

M16x55 1W付 本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

サ

バ
ニ
ユ

テ
ス
シ
ル

ム

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400相当品,亜鉛めっき(HDZT77)

1

1

1

1

2

2

個 SS400相当品,亜鉛めっき(HDZT77)1

(ピン)

(止めプレート) 1700KN用

L2

230 320

122

フォークエンド

ワッシャー

ブラケットピン

アイバー

止めナット

マンション

連結ケーブル A-A断面図 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

260

530

連結ケーブル全長　L1(mm)

φ
7
8

1130

530

260

600

(7xφ15.2)

φ61.6

φ45.6

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

PC鋼より線

(7xφ15.2)

被覆材

115 63

1
3
3

六角穴付止めねじ
(M10)

φ150 19

11

φ
8
5

φ
1
0
5

φ
1
5
0

90

170 218

6
0

6
0
5
0

2
1
8

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

φ
3
0
0

256565

255

2525

245

65

組立て全長　L=695

555

φ
8
2

取付部キャップ部

ビス止め位置 ビス受け孔

外ねじ加工
(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

亜鉛めっき仕様

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

98 354 98

550

φ
1
0
3

止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

80150

1
7
3

444

2
6
2

83 230 131

φ
1
6
6

5
3

アイバー
(S45C:亜鉛めっき)

フォークエンド
(S45C:亜鉛めっき)

444

124 160 160

2
0
6

444

3
4

5
7

3
4

1
2
5

φ
1
2
0

φ
7
8

φ
1
2
0

φ
7
8

33

ワッシャー
(SS400相当品:亜鉛めっき)

φ175 14

φ107 1-M10

六角穴付止めねじ
(M10)

φ
9
0

19 129

エンドピン

φ
9
0

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

19

φ
8
0

2-M10
(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準　<ケーブルに組込>

ー

S=1:2

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

マンション
(SCM435;溶射処理)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

マンション
(SCM435;溶射処理)

A

A

エンドピン

標準落橋防止構造詳細図（落橋防止・段差防止兼用）その3　参考図
起点側:取付詳細図及び部品図

S=1:10

G2

L1

G1

連結ケーブル寸法表

2916

3082

L2

2538

2704
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起点側 終点側

起点側 終点側

下り線

事務所名

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 ／図面番号

施工会社名

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社 関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

図 示

標準落橋防止構造　撤去図　参考図

標準落橋防止構造　撤去図　参考図 152/167



標準施工計画案（段差防止・落橋防止）その1　参考図   S=1:500

標準施工計画案

側　面　図

平　面　図

起点側終点側

交通誘導員
交通監視員

5t～8t級小型トラッククレーン

数量表（段差防止構造A2）

項目 規格・寸法 単位 数量 備考

パネル足場 H＝2.00m 掛㎡ 70.22

昇降設備 L=1.83m 掛㎡ 32.92

昇降設備

奥行1.83m
土間コン（嵩上げ用）

型枠材：A=2.62㎡

アウトリガー最大3.0m

交通誘導員

検査路

段差防止構造A2

トラッククレーンによる搬入

荷卸し～仮置き

検査路撤去,昇降設備・吊足場工設置

鉄筋探査

コア削孔

アンカーボルト設置工

段差防止ブラケット設置工

昼間施工

昼間施工

施工フロー 

RC橋脚

片付け工（土間コン撤去含む）

検査路復旧・昇降設備・吊足場撤去工

昼間施工

作業場所
東京外かく
環状道路

作業場所
足場内

作業場所
東京外かく
環状道路
および
足場内

昇降設備用の土間コン打設

および
管理用地内

断　面　図 S=1:70

A

A

B

B

足場開口

足場開口

埋設ケーブル有

昇降設備

チェーンブロック

チェーンブロック

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

（段差防止・落橋防止）その1

参考図

国道298号 東京外環自動車道

MM
5004@660

=2640

750 4@660

=26403300

作業半径

4000

2
0
0
0

1219

5
4
0
0
4
2
5

1850

（下り線） （下り線）

国
道
298号

東
京
外
環
自
動
車
道

作業半径最大4.0m 3.
0m

躯
体
幅

(橋
軸
)

33
00

Gランプ

20
00

3300

75
0

4@
66
0

=2
64
0

50
0

4@
66
0

=2
64
0 71

90

躯
体
幅

(橋
軸
直
角
)

13300
13300

約5550

約
31100

（
上
り
線
）

（
下
り
線
）

（
下
り
線
）

A - A

950

ゼブラ帯

G1C

G2C

KGC

(起点側)

560

(終点側)

ゼブラ帯

G1C

G2C

KGC

B - B

950 560
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  S=1:500

側　面　図

平　面　図

起点側終点側

門型標識柱

交通監視員

アウトリガー最大3.0m

交通誘導員

交通誘導員

門型標識柱

5t～8t級小型トラッククレーン

5～8tクラス小型トラッククレーン

数量表（段差防止構造A2）

項目 規格・寸法 単位 数量 備考

 パネル足場 H＝2.00m 掛㎡ 86.33

昇降設備 L=1.83m 掛㎡ 79.27

調整池

橋検車

BT-100

段差防止構造A2

吊足場内に荷卸し～横取り～仮置き

本線の導流帯（ゼブラゾーン）内で規制

芯出し素地調整(橋脚内・外)

現場孔明工

段差防止ブラケット設置工

脚内補強設置工

高力ﾎﾞﾙﾄ本締工・現場塗装工(橋脚内・外)

夜間施工

昼間施工

鋼製橋脚

検査路復旧・吊足場撤去工
昼間施工

作業場所
本線導流帯

足場内
および

作業場所
足場内

作業場所
本線導流帯

足場内
および

片付け工

施工フロー 

断　面　図 S=1:70

4
5
0
0

約
2
9
0
0

Aランプ

Dランプ

約830

配置図

A

A

B

B

S=1:200

作業員アクセスルート

5t～8t級小型トラッククレーン

橋検車

BT-100

昇降設備

作業用構台

昇降設備

奥行1.83m

トラッククレーンによる搬入

荷卸し～仮置き

検査路撤去,昇降設備・吊足場工設置

作業用構台設置

昼間施工

作業場所
資材置場
および

管理用地内

設計会社名 日本エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　尺

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

さ い た ま 工 事 事 務 所

施工会社名

図 示

東京外環自動車道

草加地区耐震補強工事

標準施工計画案（段差防止・落橋防止）その2　参考図

標準施工計画案

（段差防止・落橋防止）その2

参考図

地
上

揚
程

 
6m

DランプMM

900
500

4@660

=2640

4@660

=2640

2000

2
0
0
0

1
3
0
0
0

1219

Aランプ

国
道
298号

約
3.
5m

作業半径最大4.0
m

3
.
0
m

6040

本線

躯体幅
(橋軸)
2000

500 900

4@660
=2640 4@660

=2640

躯
体
幅
（
橋
軸
直
角
）

16
35
0

16
35
0

Dランプ

調整池

資材置き場

約
83
0

（
上
り
線
）

G1

G2 KG1KG2

B - B

1340

1260

ゼブラ帯

(終点側)

G1

G2 KG

(起点側)

1340

3260

ゼブラ帯

A - A
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S=1:500標準施工計画案（段差防止・落橋防止）その3　参考図

下
り

線

側面図

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示

株式会社　富貴沢建設コンサルタンツ

東日本高速道路株式会社　関東支社
さ い た ま 工 事 事 務 所

東京外環自動車道
草加地区耐震補強工事

段差防止構造　施工フロー

国道298号 1車線規制

機器配置・資材搬入

荷取り・荷上げ

設置箇所へ資材配置

あと施工アンカー施工

段差防止設置

夜間施工

29250 1500 34250 35000

150 086 (5径間連続PC箱桁) 140 000 (4径間連続PC箱桁)

女
木
東
歩
道
橋

美

(

3700 3200 3500 3500

29250 1500 34250 35000

150 086 (5径間連続PC箱桁) 140 000 (4径間連続PC箱桁)

40000

40000

平面図

上
り

線

クレーン付きトラック(5～8t級)

デッキ型高所作業車(8t級)
デッキ積載重量:1,000(kg)

国道298号

国道298号
クレーン付きトラック(5～8t級)

デッキ型高所作業車(8t級)
デッキ積載重量:1,000(kg)

交通誘導員

交通誘導員

5°

標準施工計画案

（段差防止・落橋防止）その3

交通誘導員

3
0
00

9
4
00

1
2
4
00

3
0
00

9
8
00

1
2
8
00

3
0
00

9
7
00

1
2
7
00

3
0
00

9
7
00

1
2
7
00

参考図
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草B①　砂・砂質土 L=2.0m
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